
学校番号 3019 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数科 科目 理数物理(文系) 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版「物理基礎」（数研出版）、改訂版「物理」（数研出版） 

副教材等 三訂版 リードα物理基礎・物理（数研出版）、「体系物理(第 6版)」(教学社)  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

前期は波動分野である「音波」「光波」を学習する。１年次に学習した、反射・屈折・回折・干

渉などの波動の性質はそのまま音や光に用いることができるため、それらの性質の理解度に応じ

て、音や光にも得意や不得意が生じてしまう。わからないときは恐れずに、１年次に戻って勉強

しなおす勇気をもってほしい。後期は力学分野に入るが、力学は物体にはたらく力が作図できる

ことと、運動方程式を立式できることが、これから力学を学習していく上でも絶対条件である。

つまり、それらができていれば、今後の学習もスムーズに進めることができる。上記にも述べた

が、わからないときは恐れずに、１年次に戻って勉強しなおす勇気をもってほしい。物理は定義

を覚え、法則が理解できれば、複雑な問題でも正解が出せる学問である。そのためには数学を利

用せねばならないが、数学の問題集のように難解な問題はなく、むしろ数少ない法則で如何に物

事を単純化して解くかが鍵になる。高校入試のように「解き方を覚える」方法ではいつまでも物

理は面白くもないし、当然ながら得点にもつながらない。しかし、世の中の自然現象が実は「あ

る法則で支配されている」事を知っていれば、解き方など覚えなくとも、答えは自力で導けてし

まうのである。物理を学ぶ面白さはそこにある。 

 

２ 学習の到達目標 

○毎時間出題する課題に取り組むことで、定義を覚え、法則を理解し運用できるようになること。 

○教科書や問題集の例題は最低限、自力ですべて解けるようになること。 

○物理検定を実施し、基礎から発展問題まで幅広い難易度の問題に適用できるようになること。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

音や光、あるいは物

体の運動など身のま

わりの物理現象に興

味や関心をもち、意

欲的に探求しようと

するとともに、科学

的な見方や考え方を

身に付けている。 

音や光、あるいは物

体の運動など身のま

わりの物理現象の中

に問題を見いだし、

探求する課程を通し

て事象を論理的に考

察し、導き出した答

えを適切に表現して

いる。 

音や光、あるいは物

体の運動など身のま

わりの物理現象に関

する観察、実験など

を行い、それらの過

程や結果から、数学

を用いて論理的に探

求する技能を身に付

けている。 

音や光、あるいは物

体の運動など身の

まわりの物理現象

について、定義や法

則を理解し、知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ワークシートの記述 

小テスト 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ワークシートの記述 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ワークシートの記述 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ワークシートの記述 

小テスト 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

音
波 

音の伝わり方 ○    a:音の発生原理を理解するこ

とに興味・関心を示している。 

b:弦や気柱の固有振動数を表

す式を導くことができる。 

c:うなり式を図で説明できる。 

d:音源や観測者が動く場合の

ドップラー効果を説明できる。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験 

定期考査 

音波の性質   ○  

物体の振動  ○   

ドップラー効果    ○ 

光
波 

光の性質 ○    a:光の色や、光の速さについて

興味・関心がある。 

b:レンズを通る代表光線を描

き、写像公式を導ける。 

c:スペクトルを観察し、光源の

波長を求めることができる。 

d:ヤングの実験を理解し、薄膜

で干渉する理由を説明できる。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験 

定期考査 

レンズと鏡  ○   

光の回折と干渉   ○ ○ 

後
期 

剛
体
の
つ
り
あ
い 

力のモーメント ○ ○   a:回転運動に関心を示す。 

b:剛体がつりあう条件を理解

している。 

c:重心の位置を導出できる。 

d: 剛体にはたらく合力を求め

ることができる。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験 

定期考査 

偶力・重心   ○ ○ 

運
動
量
の
保
存 

運動量と力積  ○   a:衝突前後で変わらない物理

量があることに関心を示す。 

b:運動量を導出できる。 

c:反発係数は床に垂直な速度

成分である事を理解している。 

d:衝突前後で力学的エネルギ

ーが保存するか説明できる。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験 

定期考査 

運動量保存則 ○   ○ 

反発係数   ○  

円
運
動
と
慣
性
力 

円運動  ○  ○ a:観測者の立場により生じる

力がある事に関心を示す。 

b:向心加速度を導ける。 

c:遠心力を説明できる。 

d:円運動の物理量の定義や式

が言える。 

学習状況 

ノート 

ワークシート 

観察・実験 

定期考査 

慣性力と遠心力 ○  ○  

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


